
⼭⼝河川国道事務所

国土交通省 中国地方整備局
山口河川国道事務所における

i-Constructionの取組について
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ＩＣＴ活用工事実施結果

発注方式
発注者
指定型

施工者
希望Ⅰ型

施工者
希望Ⅱ型

合計

公告件数 ０ ２ １０ １２

うち、ICT活
用

工事件数
０ ０ ２ ２工事

ICT活用試行工事（既契約） ０工事

ICT土工 実施 ２工事

○平成29年度は、ＩＣＴ土工を引き続き推進し、４工事を発注
○平成29年10月末現在、3工事でICT土工を実施。

ＩＣＴ活用工事発注予定件数（平成29年10月末現在）

発注方式
発注者
指定型

施工者
希望Ⅰ型

施工者
希望Ⅱ型

合計

ICT土工
（うち、公告済み）

０
（０）

０
（０）

４
（４）

４
（４）

ICT舗装
（うち、公告済み）

０
（０）

０
（０）

０
（０）

０
（０）

ＩＣＴ土工・舗装 実施状況（平成29年10月末現在）

協議中

ICT実施（契約済み・協議が完了したもの）

未実施
発注者
指定型

施工者
希望
Ⅰ型

施工者
希望
Ⅱ型

合計

ICT
土工

０工事 ０ ０ １ １工事 ３工事

ICT
舗装

０工事 ０ ０ ０ ０工事 ０工事

【H28年度工事におけるICT土工実施率】
実施率 ：１７％ （２工事／1２工事）

平成２９年度 平成２８年度の実施結果（ICT土工）

ICT活用工事 実施状況について
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要期間 要員数 要期間 要員数

16日 48人 12日 18人

116日 142人 97日 102人

7日 12人 5日 9人

139日 202人 114日 129人

期間は従来より　3割短縮

員数は従来より　6割縮小

機械施工
期間は従来より　2割短縮

員数は従来より　3割縮小

合計
期間は従来より　2割短縮

員数は従来より　4割縮小

出来形測量
期間は従来より　3割短縮

員数は従来より　3割縮小

従来の施工 ICT活用施工 備考

ICT活用の評価

起工測量

●測量：UAV測量時、高所で狭隘な法面に立入る必要がなかった。（安全性の向上）

測量人員は、従来技術の60人から27人へ縮減。 課題として、測量のデータを確認するソフトが少なく高額である。

●施工：「丁張設置や進捗管理に用いる施工途中の現況測量が不要となり、機械の乗降もなくなり、作業が効率化したほか、安全性が向上。

課題として、衛星の受信状態により、施工面を認識できないことがあった。

※ICT建機と固定局の間に障害物がない場合、電波受信範囲は約１ｋｍ。

●品質：丁張りがない状況でも、現地では法面の高精度の仕上げが可能となった。

●その他：山口県「初」のICT土工。自治体の理解が進むよう、現場見学会を実施。

施工者の声

受注者：洋林建設（株）

○ 多段の片切掘削にICT土工を導入し、施工を効率化するとともに、安全性が向上。
○ 山口県内「初」のICT土工として、技術の普及を目指し、自治体も参加する見学会を実施。(H29.3)

土工量：約１１，29０ｍ３

山口県田布施町別府 「国道188号別府地区改良工事」

現道沿いの最⼤7段の⽚切掘削に
ICT⼟⼯を導⼊

施⼯状況

・施⼯の効率化
・施⼯の⾼精度化
・安全性の向上

現場⾒学会の状況（起⼯測量）

○導⼊効果検証
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As 黄
線

白
線

白
線

○ 多段の片切掘削にICT土工を導入し、施工を効率化するともに、安全性が向上。
○ ICT技術の普及を目指し、自治体及び建設業者等も参加する現場見学会を実施。(H29.3)

●測量：UAV測量時、高所で転落の危険がある箇所に立入ることがなかった。（安全性の向上）

測量人員は、従来技術の１５人から５人へ縮減。課題として、起工測量のデータを確認するソフトが少なく高額である。

●施工：「丁張りの確認作業の手間が省け、大幅に施工性が向上した。課題として、衛星の受信状態により、施工面を認識できないことがあ

った。※ICT建機と固定局の間に障害物がない場合、電波受信範囲は約１ｋｍ。

●品質：機械オペレータの熟練度に関係なく、高精度な法面の仕上げることができた。

●その他：自治体及び建設業者等の理解が進むよう、現場見学会を実施。

施工者の声

受注者：洋林建設（株）

土工量：約１３，４００ｍ３

山口県田布施町別府 「国道188号別府地区第2改良工事」

現道沿いの最⼤5段の⽚切掘削に
ICT⼟⼯を導⼊

施⼯状況

・施⼯の効率化
・施⼯の⾼精度化
・安全性の向上

現場⾒学会の状況（ICT機械施⼯）

○導⼊効果検証
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起工測量

項　目 従来技術 ＵＡＶ測量 縮減効果

作業人員（人） １５人 ５人 ▲１０人（約６割）

ＩＣＴ機械施工

項　目 従来技術 ＩＣＴ施工 縮減効果

丁張り作業（人） ８５人 ２５人 ▲６０人（約７割）
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●履行期間（工程）：「レーザ計測により計測からデータ作成まで2ヶ月で履行。」
●編成：「道路予備設計に向けた空中写真測量（数値図化(地図情報レベル1,000)）時にあわせ、レーザ計測により3次元データを取得する」
●品質：「樹木が繁茂している場合、航空レーザによる三次元データの取得、精度についてUAV を用いた公共測量マニュアル（案）に準拠できる
か検証」
●課題：「スケールメリットを活かすことで広域な3次元データの取得が可能。」

受注者の声

作業量：9.3ｋｍ2

受注者：（株)日航コンサルタント

●測量区分（測量方法）：航空レーザ計測
●地域・地形区分：山地
●発注方式：契約締結後協議により実施

位置図

航空レーザ測量による
数値標高モデル（ＤＥＭ）作成マニュアル（案）
平成１８年 ４月 国土交通省国土地理院

航空レーザ測量により、対象区域の3次元データ
を取得する。計測に際しての精度及び計測仕様
は以下のとおりとする。
①計測精度標高標準
偏差30cm以内

②格子間隔1.0m以内

レーザパルスの概念図 ３Dによる航空写真

TINデータによる地形図

※作業量9.3kmあたり

測量作業全体での作業時間

山口県長門市俵山から下関市豊田町 「俵山・豊田道路航測図化業務」

TIN（ティン、triangulated irregular network）
地理情報システム(GIS)で利用するための地表

面を三角形の集合で表現するデジタルデータ構
造である。不整三角形網、不整三角網、不規則三
角網とも呼ばれる。

計 218.7H

計 82.9H
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○平成29年10月末現在、橋梁３工事、トンネル２工事でＣＩＭを活用。

CIM活用工事（平成29年10月末現在）

工事名 工種 工期 活用内容

長門俵山道路赤ノ谷橋PC上部工事 橋梁
H27.5.19-
H29.3.31

施工計画

小月バイパス木屋川大橋鋼上部工事 橋梁
H27.8.6-
H29.2.28

施工計画、設計照査

長門俵山道路大寧寺第3トンネル北工事 トンネル
H27.9.30-
H30.3.31

施工管理情報の共有

長門俵山道路深川川橋鋼上部工事 橋梁
H28.1.8-
H29.10.31

施工計画、設計照査、地元説明資料

長門俵山道路大寧寺第3トンネル南工事 トンネル
H28.3.9-
H30.3.31

施工管理情報の共有

ＣＩＭ活用工事 実施状況について

【橋梁】 施工計画
近接する支障物件に対して、安全隔
離を考慮した施工計画の立案。

【橋梁】 設計照査
2 次元図面を3 次元モデル化することで、
図面では気づきにくい不整合箇所を瞬時
に確認でき、照査作業の効率化。

【トンネル】 施工管理情報の共有
掘削途中の切羽、地質情報をトンネルモ
デルに一元化することで、岩判定時にお
ける地質状況評価の効率化・円滑化。

ＣＩＭ活用事例（CIM 導入ガイドライン（案）より）
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「i-constructionの取組状況 （ＩＴＣ土工事例集） ver．２」 平成２９年３月

工事１０４件
公共測量１２件
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「ＩＣＴ活用工事の実施状況 取組ＰＲ画像

※上記の表示を交互に繰り返しているバナーをクリック
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